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直
彦

増
え
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
対
策
は

Q　
本
市
の
不
登
校
支
援
に
つ
い
て
、

①
令
和
３
年
度
、
４
年
度
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
。

②
児
童
生
徒
成
長
支
援
室
の
設
置
目

的
お
よ
び
利
用
者
数
は
。

③
市
内
に
在
住
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
利
用
者
数
は
。

④
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
助
成
を

し
な
い
理
由
は
。

A　
①
令
和
３
年
度
は
小
学
校
１
０

４
人
、
中
学
校
１
６
８
人
で
す
。
４

年
度
は
調
査
中
で
す
が
、
小
学
校
で

は
１
．
２
倍
、
中
学
校
で
１
．
１
倍

の
見
込
み
で
す
。

②
学
校
に
登
校
し
に
く
い
子
ど
も
た

ち
の
心
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
生
活
意
欲

を
高
め
て
社
会
的
自
立
や
学
校
生
活

に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
、
令
和
元
年
度
26
人
、

２
年
度
17
人
、
３
年
度
41
人
、
４
年

度
36
人
で
す
。

③
令
和
３
年
度
は
小
学
生
８
人
、
中

学
生
１
人
、４
年
度
は
小
学
生
10
人
、

中
学
生
２
人
で
す
。
今
年
度
は
小
学

生
６
人
、
中
学
生
３
人
で
す
。

Q　
文
化
庁
京
都
移
転
と
安
土
城
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

①
身
近
に
な
っ
た
文
化
庁
移
転
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

②
県
の
安
土
城
跡
天
主
台
発
掘
調
査

や
安
土
城
復
元
計
画
、
築
城
４
５
０

年
な
ど
は
、
ま
さ
に
本
市
の
地
先
に

お
け
る
事
業
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
参
画
し
生
か
し
て
い
く
の
か
。

A　
①
滋
賀
県
は
全
国
第
４
位
の
重

要
文
化
財
保
有
県
で
あ
り
、
以
前
に

も
増
し
て
連
携
を
深
め
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
土
地
所
有
者
と
県
、
関
連
２
市
の

４
者
で
整
備
事
業
に
か
か
る
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
。
本
市
も
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
、
観
光
面
、
経
済
面
、

さ
ら
に
知
名
度
ア
ッ
プ
に
大
き
な
役

割
を
果
た
せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
安
土
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
「
安
土
城
の
実
像
の
解
明
と
保

全
」「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
安
土
城
の

見
え
る
化
」「
復
元
に
向
け
て
の
機

運
醸
成
事
業
」
の
３
つ
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
事
業
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

④
文
部
科
学
省
で
は
、
補
助
の
適
否

を
判
断
す
る
際
の
指
針
を
一
律
に
示

す
こ
と
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
公
的
な
支
援
の
充

実
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
各
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
を
派
遣
し
、
個
に
応
じ
た
支

援
体
制
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
つ
の
支
援
教
室
を
設
け
、
充
実
し

た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
通
室
し
や

す
く
広
域
で
多
様
な
学
び
の
場
と
し

て
い
ま
す
。

で
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
長
峰
診
療
所
の
診
療
時
間
変
更

に
期
待
す
る
効
果
と
今
後
の
課
題
は
。

A　
午
後
診
療
に
変
更
し
、
内
科
だ

け
で
な
く
小
児
科
を
加
え
る
こ
と
で
、

高
齢
者
に
加
え
、
学
校
や
幼
児
施
設

の
帰
宅
後
に
も
受
診
で
き
る
体
制
に

し
ま
し
た
。
一
方
で
医
師
の
働
き
方

改
革
が
始
ま
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
人

員
の
中
で
診
療
日
や
診
療
時
間
の
拡

大
は
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
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外
環
状
線
の
整
備
促
進
を

Q　
街
路
事
業
で
進
め
ら
れ
て
き
た

都
市
計
画
道
路
小
今
建
部
上
中
線
の

聖
徳
工
区
が
開
通
し
た
。
市
街
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
慢
性
的
な
渋
滞

緩
和
が
期
待
で
き
る
が
、
さ
ら
に
便

利
な
広
域
幹
線
道
路
の
機
能
を
発
揮

す
る
た
め
に
は
、
引
き
続
き
事
業
着

手
さ
れ
る
今
崎
工
区
の
事
業
推
進
が

決
め
手
と
な
る
が
、

①
計
画
の
内
容
は
。

②
近
江
鉄
道
線
、
主
要
地
方
道
彦
根

八
日
市
甲
西
線
の
交
差
に
つ
い
て
の

道
路
構
造
は
。

③
こ
れ
ま
で
の
街
路
事
業
で
は
な
く
、

道
路
新
設
改
良
事
業
で
行
う
理
由
は
。

④
完
成
予
定
年
度
は
。

A　
①
今
崎
町
地
先
の
御
代
参
街
道

か
ら
主
要
地
方
道
彦
根
八
日
市
甲
西

線
ま
で
の
新
設
道
路
で
、
工
事
延
長

は
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
、
道
路
幅
員

は
片
側
１
車
線
両
側
歩
道
の
16
メ
ー

ト
ル
で
す
。
併
せ
て
交
差
点
改
良
工

事
と
し
て
、
主
要
地
方
道
を
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
拡
幅
し
ま
す
。
事
業
費

は
10
億
４
千
万
円
の
見
込
み
で
す
。

②
近
江
鉄
道
線
に
新
た
な
踏
切
を
設

Q　
本
市
の
職
員
採
用
と
人
材
育
成

に
つ
い
て
、

①
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
職
員
採

用
試
験
の
募
集
の
内
容
と
応
募
数
は
。

ま
た
、
土
木
職
や
保
健
師
な
ど
採
用

困
難
と
い
わ
れ
る
専
門
職
の
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

②
市
職
員
と
し
て
重
要
と
思
わ
れ
る

資
質
は
。

③
職
務
能
力
向
上
の
取
り
組
み
は
。

A　
①
16
職
種
で
75
人
程
度
の
募
集

に
対
し
て
３
３
６
名
の
応
募
が
あ
り
、

52
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
専
門
職
に

つ
い
て
は
、市
広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
就
職
支
援
サ
イ
ト
な
ど
へ
の
募

集
案
内
の
掲
載
や
専
門
学
科
を
有
す

る
近
隣
の
大
学
、
専
門
学
校
、
高
校

に
採
用
試
験
案
内
を
送
付
す
る
と
と

も
に
、
積
極
的
に
訪
問
し
内
容
を
説

明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
本
市
の
人
材
育
成
基
本
方
針
で
、

目
指
す
職
員
像
を
「
市
民
の
し
あ
わ

せ
の
た
め
に
、
自
ら
考
え
、
行
動
す

る
職
員
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

置
し
て
平
面
交
差
し
、
主
要
地
方
道

に
接
続
す
る
計
画
で
す
。

③
都
市
計
画
決
定
で
は
、
片
側
２
車

線
で
近
江
鉄
道
線
と
主
要
地
方
道
を

立
体
交
差
す
る
計
画
で
す
が
、
整
備

に
は
多
く
の
費
用
と
工
期
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
費
用
の
軽
減
と
工

期
の
短
縮
を
図
り
、
早
期
に
整
備
効

果
が
見
込
め
る
道
路
新
設
改
良
事
業

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

④
令
和
６
年
度
に
工
事
を
着
手
し
、

完
成
は
９
年
度
末
の
予
定
で
す
。

職
員
像
を
実
現
す
る
た
め
「
信
頼
、

連
携
、
挑
戦
、
自
律
、
効
率
」
の
５

つ
の
行
動
指
針
を
定
め
、
日
々
の
業

務
で
の
判
断
や
行
動
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
動
指
針
に

加
え
、
郷
土
を
愛
し
我
が
ま
ち
を
良

く
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
ち
、

実
践
す
る
こ
と
が
重
要
な
資
質
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

③
研
修
機
関
へ
の
派
遣
に
よ
る
専
門

研
修
を
は
じ
め
、
庁
内
で
も
リ
ー
ダ

ー
養
成
研
修
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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